
令令和和 年年度度利利用用相相談談日日程程とと主主なな担担当当分分野野

曜日・時間 テクニカルアシスタント 主な担当分野

月 時～ 時
佐々木大輔

（情報基盤課共同研究支援係）

・スーパーコンピュータ

・並列コンピュータ

・

・大判プリンタ

火 時～ 時
齋藤 敦子

（情報基盤課共同研究支援係）

・スーパーコンピュータ

・並列コンピュータ

・大判プリンタ

木 時～ 時
森谷 友映

（情報基盤課共同研究支援係）

・スーパーコンピュータ

・並列コンピュータ

・

・大判プリンタ

事前予約
菅野 学

（理学研究科）
・

事前予約
高橋 慧智

（サイバーサイエンスセンター

・スーパーコンピュータ

・並列コンピュータ

・高速化（ベクトル化、並列化）

・ ・

事前予約
山下 毅

（情報基盤課共同利用支援係）

・アプリケーション全般

・高速化（ベクトル化、並列化）

・

・負担金

事前予約は、利用相談フォームからご連絡ください（前頁参照）。

学学際際大大規規模模情情報報基基盤盤共共同同利利用用・・共共同同研研究究拠拠点点

第第 回回シシンンポポジジウウムム報報告告

滝沢 寛之

東北大学サイバーサイエンスセンター スーパーコンピューティング研究部

 月  日から  日にかけて開催された今年度の学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点

シンポジウムは，初の試みとして現地発表とオンライン発表のハイブリッド開催となりま

した．新型コロナウイルス 感染拡大防止のため現地参加可能人数は  名に制限されて

いましたが，それでも，会場では普段お会いすることのない方々とも対面でお会いすることがで

きる有意義な機会となりました．

今回のシンポジウムでは，昨年度採択された 課題の成果報告発表がありました．各発表には

昨年度と同様に  分 発表  分，質疑応答  分 が割り当てられ，並列セッションでプログラム

が構成されました  年前までは各発表  分 ．現地発表は  会場と  会場に分かれており，参加

者も  会場に分かれて聴講しました．また，昨年度に引き続き招待講演が企画され，ペンシルバ

ニア州立大学の  博士による自然言語処理に関する講演がありました．さらに，今年度

採択された課題  件のポスター発表に加えて，各構成拠点から推薦された萌芽課題  件のポス

ター発表がありました．

学際大規模情報基盤共同利用・共同研究は，東北大学，北海道大学，東京大学，東京工業大学，

名古屋大学，京都大学，大阪大学，九州大学にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを持つ つ

の共同利用の施設を構成拠点とする「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」が 様々な計

算科学分野の研究者らと取り組む学際的な共同利用・共同研究です．今年度より，各構成拠点に

加え，国立情報学研究所，産業技術総合研究所，筑波大学人工知能科学センターが共同で運営す

る，データ科学・データ利活用に主軸をおいた計算基盤「 」も新たに共同研究のための計算機

資源として提供しています．従来の課題分野を大規模計算課題分野と呼び，それに加えて今年度

からデータ科学・データ利活用の課題分野が新設されたために，採択課題数もその多様性も一層

増しました．

平成 年度から令和 年度において約 件を超える課題が学際大規模情報基盤共同利用・共

同研究として採択されており，そのうち当センターとの共同研究課題は 件となっております．

今年度は， 件が当センターとの共同研究課題として採択されております．今年度採択分も含め

これまでの採択課題に関する情報は以下の で公開されております．是非，高性能計算を用い

た多岐にわたる共同研究活動をご覧頂ければと存じます

．

来年度の学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点の研究公募は 月頃に公開予定です．ご

興味のあるかたは奮ってご応募ください．また，応募に際しまして当センターの計算機科学を専門

とする教員との共同研究の可能性を検討したい，手続き方法が分からない等，本応募に関して不

明な点があります場合は，お気軽に当センターまでお問い合わせください．

【 に関する問い合わせ窓口】

［JHPCN シンポジウム］
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https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/ja/sympo/14th
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